
この表彰は、地域の防災活動に積極的に貢献され、
他の模範となる団体及び幼年消防クラブの指導者に
対して熊本県知事から授与されるものです。

今回受賞された幼年消防クラブでは、火災予防運
動期間中の防火パレード等、精力的に啓発活動を実
施されており、幼年消防クラブ員の活動を通して、
地域の火災予防につながることが期待されます。

再生紙を使用しています。

主な内容
●令和5年度当初予算
●令和5年度主な事務・事業
●第１回定例会・第２回臨時会
●令和４年度介護認定審査会実績報告
●清掃センターからのお知らせ
●『未来の消防士』活動報告
●天草広域連合　新規採用職員紹介
●清掃センター使用料改定のお知らせ
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一町田保育園幼年消防クラブ（河浦町）
吉田 富義　様

今泉保育園幼年消防クラブ（松島町）

さくら保育園幼年消防クラブ（本渡町）

坂瀬川保育園幼年消防クラブ（苓北町）国照寺保育園幼年消防クラブ（苓北町）
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知事定例表彰をを

しましたしました

本渡地区清掃センター及び松島地区清掃センターへ直接ごみを持込まれる際の料金を、令和6年
4月1日より改定します。

使用料金（ごみ搬入料）については、平成12年に改定して以来23年が経過しており、その間社会情
勢の変化に伴う物価上昇等で、施設の維持管理経費が増大している状況です。

また、清掃センターへ直接持込まれる車両台数も年々増加傾向にあり、一般廃棄物収集運搬業務の効
率が低下しています。

今回の料金改定は、円滑な施設運営を図るため、「施設の維持管理経費の確保」、「ごみ処理に係る受
益者負担の公平化」、「持込み車両の抑制」「ごみ分別強化」を目的とするものです。

皆さまのご理解とご協力をお願いします。

施設へ直接ごみを持込む際の料金を

改定します 令和6年
4月1日

から

〒863-0001 
熊本県天草市本渡町広瀬1687番地2
電話：0969-24-3188　　FAX：0969-24-2726
ＨＰ  http://amakusa-kouikirengo.or.jp/

天草広域連合

4年後 23年経過

5円 / kg

平成12年度
改 定

2円 / kg

平成

8~11年度

15円 / kg

令和6年度
改 定

◎問い合わせ先　天草広域連合 環境衛生課 施設管理係　☎ 0969-27-0888

【料金改定内容】

施設名 種別

50kgまで250円

（+10kg毎に50円加算）

5円 / kg（税込）
50kgまで750円

（+10kg毎に150円加算）

15円 / kg（税込）
可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ 無料 無料

現行料金
（令和6年3月31日まで） （令和6年4月1日から）

改定料金

本渡地区
清掃センター

松島地区
清掃センター

※社会情勢や施設利用実態等の変化を踏まえ、今後も適正な時期に料金の見直しを行っていきます。
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議
会
・
監
査
事
務
や
、
広
域
連
合
の
行
財
政
運
営

及
び
会
計
処
理
事
務
を
行
う
と
と
も
に
、
広
域
計
画

に
基
づ
く
広
域
行
政
事
務
の
調
査
研
究
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

 

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活
を

社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
、
関
係
市
町
と
連
携
し
、

保
健
、
医
療
、
福
祉
に
関
す
る
学
識
経
験
者
を
委
員

と
し
た
介
護
認
定
審
査
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
天
草
圏
域
の
６
ヶ
所
で
約
２
１
５
回

の
審
査
会
を
開
催
し
、
約
７
９
２
０
件
の
審
査
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

本
渡
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
松
島
地
区
清
掃
セ
ン

タ
ー
は
、
周
辺
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
点
検
等
を
十
分
に
行
い
、
計
画

的
な
補
修
工
事
を
施
工
す
る
な
ど
、
適
正
な
管
理
運

営
に
取
り
組
み
ま
す
。
最
終
処
分
場
に
つ
き
ま
し
て

も
、
周
辺
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
適
正
な
管
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
関
係
市
町
と
連
携
し
、
更
な
る
ご
み
の
減

量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
９
年
７
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
、
事
業
者
の

選
考
を
進
め
る
と
と
も
に
、
建
設
地
の
造
成
工
事
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

複
雑
・
多
様
化
す
る
災
害
、
増
加
す
る
救
急
要
請

に
対
応
す
る
た
め
、
消
防
隊
員
、
救
急
救
命
士
の
養

成
、
知
識
技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
資

機
材
を
更
新
し
災
害
対
応
能
力
の
強
化
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
各
種
車
両
の
配
備
を
行
い
、
総
合
的
な
消

防
力
の
充
実
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

令和５年度の予算総額は36億4,646万円で、前年度と比べると3,085万円（0.9％）の増
額となっています。この主な要因は、光熱水費単価高騰による清掃センターの需用費増及び、
消防費で苓北分署庁舎建設に係る消防庁舎建設事業費の増などによるものです。
なお、衛生費については、厚生委員会から提出された修正案で可決されました。
※金額は1万円未満を四捨五入

令和５年度の当初予算が、第1回議会定例会で次のとおり決まりました

歳  出
歳出については、第４次広域計画及び行政改革大綱に基づく、主要施策等の推進に必要な経費を計上
しています。歳出予算中で最も大きな割合を占めるのは「消防費」で、常備消防の運営、消防施設の整備、
及び老朽化に伴う消防車両の更新などに伴う経費となっています。「衛生費」には本渡・松島地区清掃
センターの運営・管理及び新ごみ処理施設整備事業などに伴う経費を計上しており、住民の生活に関係
性の深い「消防費」、「衛生費」で歳出予算の96.5％を占めています。

令
和
５
年
度

　当
初
予
算

令
和
５
年
度
の

　
　
　主
な
事
務・事
業

予算総額は３6億4，646万円

【歳入】 【歳出】

自主財源（98.7％）

依存財源
（1.3％）

その他
4,803万円（1.3％）

国庫支出金
1,415万円（0.4％）

県支出金
3,358万円（0.9％）

分担金及び負担金
34億8,342万円（95.5％）

使用料及び手数料
6,728万円（1.9％）

議会費
148万円（0.0％）

総務費
7,739万円（2.1％）
民生費
3,789万円（1.0％）

衛生費
15億3,279万円
　　（42.1％）消防費

19億8,188万円
　　（54.4％）

諸支出金
3万円（0.0％）

予備費
1,500万円（0.4％）

議
会・総
務
関
係

民
生
関
係

衛
生
関
係

消
防
関
係

●
議
会
運
営
費
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●
総
務
運
営
費
・
・
・
・
・
・
・
・
・

１
４
８
万
円

７
千
７
３
９
万
円

●
清
掃
事
務
費
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●
本
渡
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
運
営
費

　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・

●
松
島
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
運
営
費

　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・

●
最
終
処
分
場
運
営
費
・
・
・
・
・

●
廃
棄
物
再
生
処
理
施
設
運
営
費

　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●
施
設
整
備
費
・
・
・
・
・
・

５
千
５
３
７
万
円

６
億
４
千
３
５
６
万
円

４
億
１
千
５
８
４
万
円

１
億
８
２
８
万
円

７
千
４
３
３
万
円

２
億
３
千
５
４
３
万
円

●
介
護
認
定
審
査
事
業
費
・
・
・
・
３
千
７
８
９
万
円

●
常
備
消
防
運
営
費
・
・
・
・

●
消
防
施
設
整
備
事
業
費
・
・
・
・
・

（
消
防
車
・
高
規
格
救
急
車
の
購
入
な
ど
）

●
天
草
空
港
消
防
業
務
受
託
事
業
費

　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●
消
防
庁
舎
建
設
事
業
費

　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・

16
億
９
千
９
０
９
万
円

９
千
６
３
万
円

３
千
３
２
５
万
円

１
億
５
千
８
９
２
万
円

（
金
額
は
、
１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
）

歳入の約96％を占める「市町負担金」は
34億8,342万円で、前年度と比べて935万
円（0.3％）増加しています。（右表：参照）
このほか、清掃センター使用料等の「使用
料及び手数料」6,728万円、天草空港消防業
務受託等の「県支出金」3,358万円、中央署
に配備する高規格救急車購入事業に係る「国
庫支出金」1,415万円などを計上しています。

歳  入

天 草 市

上天草市

苓 北 町

計

219,969

98,547

29,826

348,342

△ 5,971

7,084

△   178

935

△ 2.6

7.7

△ 0.6

0.3

市 町 名 金　額
前年度比較

増減額 増減率

■市町負担金の内訳 （単位：万円・％）

※上天草市の増加分については、松島地区清掃セン
ターの地すべり対策工事費等が主な要因です。
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※ごみは分別して地域の
　ごみステーションに
　出しましょう。

 種類 ※センターでは下記の種類ごとに搬
　入してもらい資源化しています。 出し方・注意するポイント

紙 類

①新聞・チラシ バラけない
ようにヒモ
でしばって
出してくだ
さい。

新聞とチラシは一緒に出せます。

②雑誌・厚紙・その他の古紙類 厚紙と段ボールは材質が違いますのでご注意ください。

③段ボール 厚紙と段ボールは三層構造になっていて、紙と紙の間に空間があります。

④牛乳パック 紙パックマーク、紙マークが付いたものが対象です。開いて水洗いをし、乾
かして牛乳パックとその他紙パックに分けて出してください。（注ぎ口のプラ
スチック類は取り除く。）⑤その他紙パック

古 着 類 ⑥衣類 適当な大きさにたたんで、バラけないようにヒモでしばって出してください。
靴下や布団、毛布類は出せません。

缶 類
⑦スチール缶　⑧アルミ缶 中身を空にして、洗ってから、バラで出してください。

⑨スプレー缶
　卓上用ガスボンベ

スプレー缶・ボンベ専用の回収容器に入れてください。中身は使い切って、
穴をあけて出してください。

び ん 類

⑩透明 それぞれの色ごとに分け
て回収容器に入れてくだ
さい。（キャップは外す。）

油質のものが入った容器はすすいでも油分がとれ
にくいので、燃やせないごみに出してください。
化粧品のビンや灰皿、哺乳ビン（耐熱ガラス）は
出せません。

⑪茶色
⑫その他
⑬生きビン 店で引き取ってくれる一升ビン、ビールビンに分けて、回収容器に入れてください

プラスチック製
容 器 包 装

⑭ペットボトル
バラで
出して
ください。

ペットボトルのマークがついているものだけ出してください。
底にヘソがあるものがペットボトルです。

⑮プラ製の袋・容器 汚れているもの・中身が入っているものは出せません。
カミソリやガラス類など、けがをしそうなものは厳禁です。

⑯発泡スチロール 豆腐の容器、カップめん、色付きトレイは出せません。
悩んだらプラ容器類へ出してください。

蛍 光 管 類 ⑰蛍光管（電球も可） 割れないように注意して出してください。割れたものは燃やせないごみに出
してください。家庭から出されたものだけが対象です。

乾 電 池 類 ⑱単１～単４電池 回収ボックスに出してください。ボタン電池や充電式電池は出せません。

生活金物類
⑲台所用品類
　鍋・ヤカン・フライパン・
　ボウルなど

焦げ付いた鍋やフライパンは、コゲを落としてから出してください。
洗って出してください。ナイフやフォークなど鋭利なものは出せません。

小型家電類

⑳コード類　㉑携帯電話 各市町の回収ボックスに出してください。
センターに直接持込まれる場合は、指定のボックスにそれぞれの品目ごとに
入れてください。
リモコンや本体の電池は抜いて出してください。

㉒アダプター
㉓その他の小型家電製品

食 用 油 ㉔食用油
指定の回収容器に入れてください。センター
に直接持込まれる場合は、容器が不要であれ
ば、そのまま指定の場所に出してください。

食用油以外（自動車オイルな
ど）は出せません。また、食
用油と混ぜないでください。

当連合で現在、整備計画を進めている「新ごみ処理施設」におい
ては、ごみ処理の効率化とコスト縮減が重要な課題となっています。

資源循環の観点からも、ごみの減量や資源化に向けて、事業所・
ご家庭ともに分別にご協力いただくことが必要となります。

ごみ減量が
必要な理由

清掃
セン
ター

から
のお
願い 分別のご協力をお願いします

分ければ

資源
混ぜれば

ごみ

市町名 天草市 上天草市 苓北町 合計

令
和
５
年
３
月
31
日
現
在

人口
73,683　 24,694 6,478 104,855

（－ 1,760） （－ 676） （－ 112）（－ 2,548）

高齢者人口
（65 歳以上）

31,082 10,634 2,860 44,576
（－ 252） （－ 142） （－ 48） （－ 442）

高齢者比率
42.2% 43.1% 44.1% 42.5%

（＋ 0.7%） （＋ 0.6%） （0%） （＋ 0.6%）

認定者実人数
6,246 2,342 470 9,058

（－ 259） （－ 58） （－ 39） （－ 356）
非該当 24 17 2 43

要支援１ 424 239 28 691
要支援２ 741 330 49 1,120
要介護１ 904 334 73 1,311
要介護２ 806 271 81 1,158
要介護３ 633 178 47 858
要介護４ 641 211 51 903
要介護５ 442 144 32 618

審査件数合計 4,615 1,724 363 6,702

（前年度比）　単位：人

当連合では、介護保険業務のうち、介護認定審査会の運営を行っています。
令和４年４月から令和５年３月までに217回の審査会を開催し、6,702件の審査を行いました。

介護認定審査会　審査実績報告令和４年度

要支援 １
10.3％

要介護 １
19.6％要介護 ２

17.3％

要介護 ３
12.8％

要介護 ４
13.5％

要介護 ５
9.2％

非該当　0.6％

要支援 ２
16.7％

令和５年２月15日及び２月22日に開催された第１回天草広域連合議会定例会で、次の議案
等について審議され、以下のとおり可決されました。

【原案可決】
○副広域連合長の選任について
○天草広域連合個人情報の保護に関する法律施
行条例の制定について

○天草広域連合職員の降給に関する条例の制定
について

〇天草広域連合職員の定年等に関する条例等の
一部を改正する等の条例の制定について

〇熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事
務の変更及び規約の一部変更について

〇令和４年度天草広域連合一般会計補正予算
（第４号）
〇工事請負契約の締結について
〇令和４年度天草広域連合一般会計補正予算
（第５号）

【修正可決】
〇令和５年度天草広域連合一般会計当初予算

令和５年 第１回 天草広域連合議会 定例会

令和５年５月30日に開催された第２回天草広域連合議会臨時会で、次の議案等について審議
され、原案のとおり可決されました。

○天草広域連合清掃センターの設置及び管理運
営に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

○天草広域連合火災予防条例の一部を改正する
条例の制定について

○工事請負契約の変更について
○財産の取得について（２件）
○令和５年度天草広域連合一般会計補正予算
（第１号）

令和５年 第2回 天草広域連合議会 臨時会
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消防本部
令和５年度天草広域連合消防本部では４名の新入職員が入署しました。
４月から益城町にある熊本県消防学校で半年間の厳しい訓練を行い、10月に各所属へ
配属される予定です。

濱崎 慎太郎
はまさき しん た ろう

天草の消防職員として、地
域住民の方々の期待に応え
ることができるように、何
事にも全力で励んでいきま
す。

平岡 叶宇
ひらおか かな う

自分が生まれ育った天草で、
住民の生命と財産を守りた
いと思い消防職員になりま
した。自己研磨し立派な消
防職員になります。

北野 奨馬
きた の しょうま

天草で消防職員として働け
ることに喜びを感じていま
す。住民の方々の安全な生
活を守り抜けるよう精進し
ていきます。

松川 愛佳
まつ かわ あい か

少しでも地域の皆様の役に
立てるように日々の業務を
頑張ります。

澤田 大希
さわ だ　 たい き

早く業務内容を覚え地域の
皆様に貢献できるように頑
張ります。

民本 悠真
たみもと ゆう ま

過ごしやすい地域づくりに
励みます！

環境衛生課
松島地区清掃センター

環境衛生課
本渡地区清掃センター

総務企画課
総務係

齊藤 邦昇
さいとう ほうしょう

地元に帰って働けることを
とても誇りに思います。天
草を「安心して暮らせるま
ち」にするために日々努力
します。

新入職員紹介天草広域連合

事務局

職種 採用予定人数 受験資格

消防職（高卒程度） ３人程度 平成６年４月２日から平成 18年４月１日に生まれた方

消防職 ( 救急救命士 ) ３人程度
平成６年４月２日以降に生まれた方で、救急救命士の免許を持って
いる方、又は令和６年９月までに免許取得見込みの方

一次試験日程 ９月 17 日㊐　午前８時 30 分集合

試験会場
筆記試験：天草広域連合消防本部（天草市本渡町広瀬）
体力試験：あましんスタジアム（天草市陸上競技場：天草市本渡町広瀬）

申込受付 ７月 31 日㊊～８月 10 日㊍ ※当日消印有効

申込・問合先
〒 863-0001　天草市本渡町広瀬 1687 番地２　
天草広域連合消防本部総務課総務係　　　☎ 0969-22-3205

※天草広域連合では「女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画」に基づき、女性職員採用の拡大に積極的に取り
組んでいます。
※申込書は郵送での請求又はダウンロードによる取得をお願いいたします。郵送により請求する場合は封書の表に「試験案内・
申込書請求」と朱書きし、試験区分により「消防職」又は「消防職（救急救命士）」のいずれかを明記し、140円切手を貼っ
た宛先明記の返信用封筒（Ａ４版が入るもの）を同封のうえ、申込先に請求してください。
※詳細は、天草広域連合のホームページ、採用試験実施要項をご覧ください。

天草広域連合消防職員を募集します令和６年度採用
天草市イルカセンターで
住警器の普及啓発活動を実施

『未来の消防士』活動報告

“湯島”の１日消防士
令和５年２月27日、春の火災予防運動を前

に上天草市大矢野町湯島地区で湯島小･中学校
及び地元消防団の協力を得て、防火広報を実施
しました。児童生徒は、湯島公民館（談合館）
で火災予防について学んだ後、「１日消防士」
となり教員住宅や市の施設３カ所に分かれ防火
チェックを行いました。チェック項目を一つず
つ真剣に確認する姿は、現役消防士も顔負けで
した。その後、近隣住宅を訪問し、火災予防を
呼びかけ、住民からは、「火災を出さないよう
に気を付けます。」と言葉をいただきました。
　最後に、消防団の車両を先導に防火パレード
を行い多くの住民及び観光客に火災予防や住宅
用火災警報器の設置維持について呼びかけるこ
とができました。これをきっかけとして、湯島
地区では無火災1000日を目指し、今後も火災
予防に取り組んでいくということでした。

令和５年６月３日（土）、全国的
にも有名なイルカウォッチングの発
着場がある道の駅「天草市イルカセ
ンター」において、九州一斉住宅用
火災警報器普及啓発キャンペーンを
行いました。
当日は天候も良く、イルカウォッ
チングの乗船客や200人を超えるイ
ルカセンターの来館者に対し、リー
フレットの配布や、住宅用火災警報
器の設置場所クイズを行い、住宅用
火災警報器の普及や火災予防につい
て呼びかけることができました。ま
た屋外では、大人から子どもまで多
くの方々が防火衣を着て、消防車と
一緒に記念撮影を行いました。

みんな真剣にクイズ
に

挑戦してくれました
！

防火衣を着て消防士と
記念撮影をしました
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この表彰は、地域の防災活動に積極的に貢献され、
他の模範となる団体及び幼年消防クラブの指導者に
対して熊本県知事から授与されるものです。

今回受賞された幼年消防クラブでは、火災予防運
動期間中の防火パレード等、精力的に啓発活動を実
施されており、幼年消防クラブ員の活動を通して、
地域の火災予防につながることが期待されます。

再生紙を使用しています。

主な内容
●令和5年度当初予算
●令和5年度主な事務・事業
●第１回定例会・第２回臨時会
●令和４年度介護認定審査会実績報告
●清掃センターからのお知らせ
●『未来の消防士』活動報告
●天草広域連合　新規採用職員紹介
●清掃センター使用料改定のお知らせ
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架け橋天草広域連合広報

2023.7
第61号

一町田保育園幼年消防クラブ（河浦町）
吉田 富義　様

今泉保育園幼年消防クラブ（松島町）

さくら保育園幼年消防クラブ（本渡町）

坂瀬川保育園幼年消防クラブ（苓北町）国照寺保育園幼年消防クラブ（苓北町）

指導者
表彰

団体
表彰

団体
表彰

団体
表彰

団体
表彰

知事定例表彰をを

しましたしました

本渡地区清掃センター及び松島地区清掃センターへ直接ごみを持込まれる際の料金を、令和6年
4月1日より改定します。

使用料金（ごみ搬入料）については、平成12年に改定して以来23年が経過しており、その間社会情
勢の変化に伴う物価上昇等で、施設の維持管理経費が増大している状況です。

また、清掃センターへ直接持込まれる車両台数も年々増加傾向にあり、一般廃棄物収集運搬業務の効
率が低下しています。

今回の料金改定は、円滑な施設運営を図るため、「施設の維持管理経費の確保」、「ごみ処理に係る受
益者負担の公平化」、「持込み車両の抑制」「ごみ分別強化」を目的とするものです。

皆さまのご理解とご協力をお願いします。

施設へ直接ごみを持込む際の料金を

改定します 令和6年
4月1日

から

〒863-0001 
熊本県天草市本渡町広瀬1687番地2
電話：0969-24-3188　　FAX：0969-24-2726
ＨＰ  http://amakusa-kouikirengo.or.jp/

天草広域連合

4年後 23年経過

5円 / kg

平成12年度
改 定

2円 / kg

平成

8~11年度

15円 / kg

令和6年度
改 定

◎問い合わせ先　天草広域連合 環境衛生課 施設管理係　☎ 0969-27-0888

【料金改定内容】

施設名 種別

50kgまで250円

（+10kg毎に50円加算）

5円 / kg（税込）
50kgまで750円

（+10kg毎に150円加算）

15円 / kg（税込）
可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ 無料 無料

現行料金
（令和6年3月31日まで） （令和6年4月1日から）

改定料金

本渡地区
清掃センター

松島地区
清掃センター

※社会情勢や施設利用実態等の変化を踏まえ、今後も適正な時期に料金の見直しを行っていきます。
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